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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

1. Three year･０１ｄSatsuma orange tree (Miyagawa･wase) was grown in concrete frame

　by sand culture. The fruits were thinned to have about 20～30 leaves　per　one, and the

　situation of fruit set was unifted on the fruiting terminals. The effect of the time of

　phosphate　application on　the　development and　quality　of　Satsuma　orange　fruits　was

　investigated in 1965.

2. The growth of fruits did not showed any effect of the time of phosphate applications.

3. Phosphate application tends to make slightly the peel thickness of fruits thin. The more

　the time of phosphate application increased, the more the content of acid in fruit juice

　was low.

4. In a fruit with reddish color the content of soluble solids was higher and the content

　of acid was lower than those in others.

5. Phosphate application increased the contents‘of Ｎ， P, Ca and Mg in leaves｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.緒　　　　言

　温州ミカンの幼木は成木に比べて果実の品質がそろいにくい。そのため果実品質を対象とした施

肥の効果は現われにくい場合かおる(1)。そこで，特に果実品質に大きく影響すると思われる１果当

たりの葉数および結果部位を調節し，時期を変えて与えた培養液のりん酸が温州ミカン果実の発育

と品質に及ぼす影響について検討した。

　　この実験を行なうにあたって，吉村不二男教授に種々の御便宜を賜わった。また高知県農業改良普及所中

　島術策技師，高知県農業講習所講習生岡崎忠義，山岡照夫，島本総一の諸氏に御協力をいただいた。ここに

　深く感謝の意を表わす。

ｎ。材料および方法

　1963年秋，１年生のカラタチ台温州ミカン（宮川早生）を内径30 cmの素焼鉢に移植し, 1965年

４月まで無加温ガラス室内で育成した。同年５月１日にじゃりを含む川砂を入れた内径50 cm, 深

＊　徳島県果樹試験場
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さ50 cm の有底コンクリートポットに移植し，第１図のような培養液循環装置を設けて生育させ

た。ポットは各区それぞれ５個を下部横穴にはめこん｡だビ｀ニールパイプで連結した。培養液は約40

jを１～２日おきに送り，一週間または10日ごとに更新した。また夏季には濯水を行なった。培養

液の組成は，初めのうちはNlOOppm, P 20 ppm, K 80 ppm, Mg20ppm,その他微量要素を適

度に加えたものであったが(2)･7月14日からはＮおよび,Ｐの濃度をそれぞれ400 ppm, 100 ppm に

かえた。培養液のpHは更新時期に4.5～5.0に調整した。Ｐの施用時期を次の４区に分けた。すな

わち，無処理区P (0), 5月処理区P (5), 5-7月処理｡区P (5. 6. 7), 5-9月処理区P (5. 6.

7. 8. 9)である。結果部位をできるだけそろえるようにし，ｉ果当たりの葉数を20～30枚に調節す

るために摘果･したが，最初は自然落果を見込んで着果数をかなり多くした。１樹当たり頂果，肢果

をそれぞれ２個選び，時期別にそれらの横径，縦径を測定した。９月30日に全果実の採収を終り，

樹別にすべての果実について果実重量，果実の桜径，縦径，果皮の厚さ，果汁の可溶性固形物およ

び酸含量を調べた。果実の着色の度合を４階級に分類し，着色の最も進んだ果実をＡとした(第４

図)。

　可溶性固形物含量の測定は屈折計を用い，酸含量はアルカリ滴定によってクェン酸として表示し

た。葉分析は常法にのっとって行なった(2)。

Fig. 1. Method of circulating the culture solution.

　　Ⅲ。実験結果

　ガラス室で育成した

供試樹は圃場の温州ミ

カンに比べて春芽の伸

長や開花時期か約１ヵ

月近く早かった。コン

クリートポットに移植

後の植え痛みはほとん

どなかった。自然落果

にともなって，樹によ

っては樹冠上部の果実

が少なくなり結果部位

が均一にならなかっ

た。これらの樹の中に

は，後に徒長枝を出す

ものもあった。

　リン酸の施用が時期

別の果実肥大に及ぼす

影響はほとんど見られ

ず，各区とも同じよう

な肥大傾呵を示した

(第２図)。果実収量お

よび１果当たりの重量

は統計的には有意でな

いが，ややりん酸施用

区の方が大であった。

果皮の厚さはりん酸施
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Table 1. ― Seasonal changes in the number of leaves and fruits.*
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　　The number of leaves at August l and September 30 was indistinct with second flushes.

用によっていくらか薄くなる傾向であった。収穫時の果実の横径，縦径比は各区いずれも大差がな

かった。

　収穫時期までりん酸を与えた樹はそれ以外の樹よりも果汁の可溶性固形物含量がやや高かっ恕。

果汁の酸含量はりん酸施用が重なるほど低くなった。

　果実の着色度合と１果当たりの果実平均重量および果皮の厚さとの関係は一定の傾向を示さなか

ったが，果実の着色が良くなるにしたがって果汁の可溶性固形物含量は高く，また酸含量は逆に低

くなった。

　りん酸の各処理区とも大きい果実ほど，果汁の可溶性固形物や酸含量が低くなる傾向であった。

また各処理区とも果皮は果実が大きいものほど逆に厚くなる傾向を示した。果実採収後の葉内無機

成分含量はりん酸無処理区のN, P, CaおよびMgがりん酸施用区に比べて低かった。９月まで

りん酸を施用した区のP, CaおよびＭｇ含量は他区より高かった。

　　　　Table 2.― Effectof phosphate applicationson the yield)quality and shoot length

　　　　　of young Satsuma orange trees.*
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＊　The ａ､･erageof 5 trees.

** Each value contains Ａ and .Ｂof the classificationof color grade.

゛Each、･alue contains the second flushes.
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Table 3.― Effect of phosphate applications on the leaf composition（％）

　　of young Satsuma orange trees.

　　　　　Ｎ　　　　　　　Ｐ　　　　　　　Ｋ　　　　　　　Ca
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Fig. 2. Seasonal changes in the transverse diameter

　　　　of Satsuma orange fruits.

　　　　IV.考　　　察

　１果当たりの葉数や結果部位

は温州ミカンの果実品質に大き

な影響を友ぽす。ことに幼木で

は果実の変異か大きく，施肥の

効果を見きわめるのがむつかし

い場合か多い。したがってりん

酸施肥の果実品質に与える効果

を厳密に調べるためには，まず

これらの葉数や結果部位を調節

することが必要である。カンキ

ツの葉の寿命は大部分かほぽ15

ヶ月位で,中には3～4年以上に

及ぶものもあると言われる(5)。

また樹勢の強弱によって落葉の

遅速も違ってくるので１樹当た

りの葉数は時期的にかなり変動

する。さらに徒長枝の発生は新

旧両葉の交替を促し葉数を一定

に保つことははなはだ困難とな

る。

　本実験に用いた温州ミカン幼

樹の葉数は各区平均して移植時

410～517枚で果実数をかなり制

限しなければならなかった。またりん酸無処理区を除いて，各区それぞれ１本が徒長枝を出し１果

当たりの葉数にかなりの開きができた。徒長枝の発生は着果が下部に集中した樹に多くみられ，樹

勢の不均衡を示したものと思われる。

　実験を開始して初めの中は葉色がややさえなかっためで途中から培養液のＮ，Ｐ濃度を高くし

た。このことが一部の樹に徒長枝を発生させる原因になったとも考えられる。

　樹体内Ｐ含量の少ない樹では，りん酸の施用はその生育を盛んにするか(3)一般に大きな樹にな

ると生育や収ｍに顕著な効果を示さなくなる(4)。本実験ではりん酸施用がやや樹勢を強め，１果平

均重量を増加させる傾向を示した。また収量もいくらかりん酸施用区で多かったが，葉数によって

果実を制限しているので施肥と収量とを関係づけることはむつかしい。５月から９月にいたるわず

か５ヶ月のりん酸処理であったが，果汁の減酸効果は明らかであった。またりん酸処理によって果

皮の厚さも多少うすくなった。一方りん酸の施肥に関係なく大きな果実は小さい果実よりも果汁の

可溶性固形物や酸含量が少なくなり味が淡白となった。

　このように葉数や結果部位など果実品質に影響を及ぼす諸要因を制御することで，りん酸施肥

の果実品質に与える効果をより早く，より正確に調べることかできるものと思われる。
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Table 4.― Relationships between color grade of fruits and fruit weight; peel thickness

　and contents of soluble solids and of acid in fruit juice.

Soluble solids*Color grade of fruits

　　　　　　　％

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Fruit weight*　　　Peel thickness*

　　　　　ｇ　　　　　　　　mm

　　　　66.0　　　　　　　1.68

　　　　75.8　　　　　　　1.72

　　　　61.8　　　　　　　1.65

58.7

　　LSD 5 96　　　　　　　　　NS

＊　The average of total fruitsin each plot.

1,62

NS
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0.271

Table 5.¬Correlations between fruit weight and contents of soluble solids and

　of acid in fruit juice and peel thickness.

　　　　一一　　-一一一一

　　　　　　　　　Coefficent　of　correlation

　　　　　　　Weight vs solub】ｅsolids

Ｐ（O）　　　　　　　　　-0.47

P（5）　　　　　　　　　-0.73*

P (5, 6, 7)　　　　　　－0.98＊＊

P (5, 6, 7, 8, 9)　　　－0.65

** Correlation significantat the ＼96level.

本　Correlation significantat the 196 le。e1.

Weight vs acid

-0.56

-0.53

－0.79＊

-0.43

Weight vs peel thickness

十〇.41

十〇.91**

十〇.25

十〇.93＊＊

Fig. 3. Appearance of the fruiting of young Satsuma orange trees at September, 1965.

Fig. 4. The classification of color grade.
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一一　一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．摘　　　　　要

　１．３年生の温州ミカン（宮川早生）を，砂を入れたコンクリートポットに植え，培養液を送っ

て生育させた。葉数を１果当たり，約20～30枚になるように果実数を制限し，また着果の位置をそ

ろえるため，結果部位を調節した。りん酸の施用時期が温州ミカン果実の発育ならびに果実の品質

に及ぼす影響を検討した。

　2.果実の肥大はりん酸の施用時期によってはほとんど影響されなかった。

　3.果皮の厚さはりん酸施用によってやや薄くなる傾向であった。果汁の酸含量はりん酸の施用

回数が多くなるほど低くなった。

　4.着色の良い果実は果汁の可溶性固形物含量が高く，また酸含量は逆に低くなった。

　5.　葉内N, P, CaおよびＭｇ含量はりん酸の施用によってやや高くなった。

1｡
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4.

5.
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